
連
携
を
密
に
重
点
課
題
へ
全
力

東
管
協
組

新
旧
役
員
・
支
部
長
合
同
引
継
ぎ
会

全
管
連
新
年
度
事
業
計
画
案
を
決
定

愛
媛
で
総
会
・
全
国
大
会
開
催
へ

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同

組
合
（
五
十
嵐
隆
理
事
長
）

は
６
月
２０
日
、
東
京
・
港
区

の
明
治
記
念
館
で
新
旧
役
員

・
支
部
長
合
同
引
継
会
を
開

催
し
た
。
退
任
す
る
役
員
・

支
部
長
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も

に
、
第
３９
期
組
合
運
営
を
担

当
す
る
役
員
・
支
部
長
の
門

出
を
祝
っ
た
。
席
上
、
五
十

嵐
理
事
長
は
組
合
員
と
の
連

携
を
密
に
し
て
重
点
課
題
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
を
示
し
た
。

当
日
は
新
旧
役
員
・
支
部

長
、
東
京
都
の
来
賓
な
ど
約

８０
名
が
出
席
、
柳
澤
史
典
事

務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。
上
杉
貴
志
副
理
事
長
の

開
会
の
辞
に
続
い
て
五
十
嵐

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
５
月
の
総
代
会
で
理
事
長

に
選
任
さ
れ
た
。
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。
当

面
の
重
点
課
題
と
し
て
東
京

都
下
水
道
局
か
ら
共
同
受
注

し
た
ラ
ー
ド
排
出
調
査
業
務

の
推
進
、
働
き
方
改
革
に
よ

る
業
界
の
魅
力
向
上
、
事
務

局
給
与
規
定
の
整
備
の
３
点

に
全
力
を
傾
注
す
る
。
組
合

員
と
の
連
携
を
密
に
事
業
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。
新
旧
役
員
・
支
部

長
の
心
が
相
通
じ
、
明
日
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
こ
と

を
祈
念
す
る
」
と
述
べ
、
一

層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
水
道
・
下
水
道
事

業
協
力
者
、
組
合
運
営
功
労

者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
宮
崎
文

雄
前
理
事
長
と
岩
野
隆
一
前

副
理
事
長
が
謝
辞
を
述
べ

た
。
ま
た
東
京
都
の
鈴
木
理

水
道
局
給
水
部
長
と
須
賀
隆

行
下
水
道
局
施
設
管
理
担
当

部
長
が
水
道
局
長
・
下
水
道

局
長
の
祝
辞
を
代
読
し
、
藤

田
克
仁
副
理
事
長
の
閉
会
の

辞
で
締
め
く
く
っ
た
。

懇
親
会
で
は
新
家
功
一
副

理
事
長
の
音
頭
で
一
斉
に
乾

杯
。
７
名
の
新
理
事
と
９
名

の
新
支
部
長
の
紹
介
を
交
え

て
歓
談
し
、
河
野
幸
雄
支
部

長
協
議
会
会
長
の
中
締
め
で

盛
況
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
６
月
１４
日
、
東
京
・
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
第
３
５
３
回
理
事
会
を
開
き
、
第
６３
回
通
常
総
会
に
提
出
す
る
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
を
決
定
し
た
。

新
年
度
は
組
織
の
見
直
し
・
水
道
行
政
移
管
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

水
道
行
政
に
つ
い
て
は
来
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
と
環
境
省
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

各
省
へ
の
要
望
や
意
見
交
換
に
努
め
、
管
工
事
業
界
の
さ
ら
な
る
振
興
・
発
展
を
め
ざ
す
。

第
６３
回
通
常
総
会
・
令
和

５
年
度
全
国
大
会
は
７
月
３

日
、
愛
媛
県
松
山
市
の
愛
媛

県
民
文
化
会
館
で
開

催
。
通
常
総
会
で
新
年

度
事
業
計
画
案
の
審
議

や
役
員
改
選
、
来
賓
を

迎
え
た
全
国
大
会
で
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
な
ど

を
行
う
。
懇
親
会
は
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
松
山
で
繰
り
広

げ
る
。

理
事
会
で
は
藤
川
会

長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
来
年
４
月
に
水
道
行

政
が
移
管
さ
れ
る
。
自
民
党

水
道
議
連
の
田
村
会
長
や
公

明
党
水
道
懇
話
会
の
大
口
会

長
に
お
会
い
し
て
関
係
予
算

や
業
界
振
興
施
策
の
充
実
な

ど
を
要
望
し
た
。
水
道
行
政

が
埋
没
し
な
い
よ
う
引
き
続

き
声
を
挙
げ
て
い
く
。
総
会

・
全
国
大
会
の
準
備
を
進
め

て
い
る
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
愛

媛
県
連
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
す
る
。
本
日
の
議
題
は
総

会
提
出
議
案
の
決
定
な
ど
重

要
な
内
容
だ
。
十
分
な
審
議

を
お
願
い
す
る
」
と
協
力
を

求
め
た
。

こ
の
あ
と
新
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
や
ス
ロ
ー

ガ
ン
案
な
ど
を
原
案
ど
お
り

承
認
。
こ
れ
に
伴
い
愛
媛
県

管
工
事
協
同
組
合
連
合
会
の

櫻
井
健
吾
会
長
が
多
数
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

新
年
度
重
点
事
項
の
う
ち

組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

役
員
定
数
や
委
員
会
の
あ
り

方
な
ど
実
態
に
即
し
た
体
制

整
備
に
着
手
す
る
。
将
来
を

見
据
え
て
組
織
を
ス
リ
ム
化

し
、
機
動
的
・
効
率
的
に
運

営
し
て
い
く
考
え
だ
。

ま
た
今
年
１０
月
１
日
か
ら

導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
全
管
連
や
会
員
組
合
の

財
務
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
経
理
部
を
中

心
に
対
応
策
を
検
討
し
、
開

始
前
に
方
針
を
決
定
し
て
会

員
組
合
に
周
知
す
る
。

水
道
行
政
移
管
に
つ
い
て

は
関
係
予
算
・
担
当
人
員
が

十
分
に
確
保
さ
れ
、
管
工
事

業
界
の
一
層
の
振
興
・
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

管
工
事
・
設
備
業
界
の
女
性
定
着
に

向
け
て
３
〜
５
面
に
特
別
座
談
会

藤川会長

品川プリンスホテルで理事会

櫻井愛媛県連会長

明治記念館に参集

五十嵐理事長

（旬刊５ノ日発行）2023年（令和5年）６月２５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2475号（１）




